
彼女のファッションへの興味が芽生えた
のは幼い頃だ。彼女の祖母は服飾業界で
働き、母もデザインをしており、自分が
服への欲求が少ない時期は、親が選んだ
モノを着ていた。オシャレ、綺麗と言わ
れていた母が服を選んでくれたのでセン
スは磨かれたが、小、中学生の時は自分
が着たい服は着る機会がなかった。そし
て高校生になったとき、お小遣いをため
て東京に買い物にいくようになった。こ
うして彼女は服によって自分の見え方が
180度変わるということを幼い頃からの
経験を通して感じ始めたのだった。

彼女は高校を卒業してモデルを始めたが、
PRなど仕事では好きなファッションを着
れないというジレンマから、アパレル店
で働き始めた。ボディに着せるものを考
えたり接客したりの日々が続いたが、そ
こで先輩が可愛いコーディネートの組み
方やブランドなどいろいろと教えてくれ
た。店頭だけではなく、ファッション
ショーを見せてもらったり、展示会の時
にお店への卸しを見せてもらったりもし
た。そこで彼女の視野は大きく広がった。

そうした経験を経て彼女はS級イメージ
コンサルタント、16タイプパーソナルカ
ラーリスト、パーソナルスタイリストと
して世の中の「人生をステージアップさ
せ、もっと幸せになりたい」女性に対し
て美レッスンプログラムを提供する仕事
を始めた。
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幼い頃からの経験で女性をより美しく

好きなモノ≠似合うモノの人のための
ファッション

診断だけではうまくいかない

厳しい状況でも好きなことで周りを幸せに

長年ファッション業界に関わってきた彼
女だが、レッスンをしていく中でお客さ
んが好きなモノと似合うモノが一致しな
いケースに何度も遭遇してきた。そうい
う時彼女は両方の真ん中に寄せていき、
コーディネートすることを意識している。
例えば、お客さんはかっこいい服が着た
いけど、診断では可愛い服が似合う場合、
女性らしさをそこにプラスする。素材を
軽めのものにしたり、小物で軽さをだす
といったことをして少しずつ、変えてい
く。内面と似合うモノが異なる場合も同
様だ。例えば性格的に柔らかいタイプな
のにシャープな服が似合うとき。内面と
外面が違う場合は内面にも少し寄せるよ
うに少しずつ変えていく。色、素材、形
などトータルのコーディネートで寄せて
いくようにしているのだ。

そして女性は好みが変化することも多い。
以前合致していた好きなモノと似合って
いたモノが一致しなくなることもある。
そのため診断を進めていくと「もしかし
て、似合わないです？と聞かれる」こと
もある。このようになぜ似合わないのか
が自分で分かるようになると自然と手を
付けなくなる。彼女のレッスンでは受講
生が自分の力で分かるようになるになる
ところまでサポートしている。

また彼女は最近オンラインでの顔タイプ
診断を始めたのだが、聞かれてもカラー
は診断しないようにしている。画面越し
だと正確な肌の色などがわからないし、
間違った診断をすると、その後その人が
迷う結果になってしまい申し訳ないと考
えるからだ。ー来てくれた人に満足して
もらいたいーそんな彼女の強い想いが
レッスンの中に現れ、受講生はみな満足
して帰るのだろう。

ただ、彼女は診断だけに囚われて欲しく
ないとも考えている。例えばウィンター
ならウィンターしか着ないのではなく、
似合わない色の時にどう着こなすのかを
考えるのだ。似合う色じゃないけど、す
ごい可愛い！と思えるものは買っていい
し、自分がワクワクするものを買って欲
しいと考えている。そうしないと新しい
自分を発見できないからだ。

自分の似合う色や形を知った上で、どう
着こなすのか。好きなモノは好きなモノ
で譲らず、組み合わせて、普段は着ない
けどイメージを大きく変えたい時など「こ
こぞ」という人生のイベント時に発揮で
きればいいと考えている。長く着れそう
なものは尚更だ。10年前のワンピースで
もいいモノは体型が変わってもカーディ
ガンを合わせたりして着ることが出来る。

ただ、普遍的なスタイルだけだと古臭く
なるので、色や素材で流行を取り入れる
ようにはしている。例えばユニクロでも
ちょっとずつ色も変わっている。彼女も
今年茶色のニットを買ったのだが、同じ
ようなもので変えそうなものはユニクロ
で済ませることもある。そうすることで
10年前のお気に入りでもトレンドを出し
ながら着ることができるのだ。

順風満帆に見える彼女だが、そういうわ
けではない。リーマンショック時は経済
的に厳しくなり、今までのファッション
を封印し、手作りの服を着てそれが好き
になった時期もある。しかし似合わない
服を着て自分が綺麗でなくなったと感じ
た彼女は自分を輝かせる順位を下げてし
まい、あまり人生を楽しめなくなり、家
庭環境もうまくいかなくなった。離婚の
ことまで考えていた彼女だが、彼は彼、
私は私という風に考えた時に、周りをハッ
ピーにするには自分をハッピーにするし
かない。我慢はするけど、ある程度自分
で好きなものを見る。自分がご機嫌さん
だと相手も幸せになる。こう考えること
で人生が変わっていった。

そしてその頃出会ったブランドがダブル
スタンダードクロージング。彼女がよく
足を運んでいたお店だ。ダブルスタンダー
ドクロージングの服を中心に好きなこと
に挑戦し始めた彼女だが、最近ではコラ
ボもするようになった。彼女は自分の勉
強のために展示会など、基本どんなとこ
ろでも足を運ぶようにしている。特にデ
ザイナーさんの中にはパターンから配送、
POPUPまで全て自分でこなしている方も
いて、そういう方との交流は視野が広が
るため、そういう知り合いを増やし、よ
りファッションについて理解を深めたい
と考えている。そうした彼女のファッショ
ンに対するストイックな姿勢がブランド
さんにも伝わっているのだろう。

どんどん躍進する彼女は、現在の活動を
継続しつつ、次はもっとコラボ件数を増
やしていきたいと考えている。洋服にか
かわらず化粧品などでも、今まで女性の
悩みを聞いてきたからこそできる自分の
こだわりの商品をコラボし、世の中に出
していきたいと考えている。常にファッ
ションを楽しみながら、お客さんも含め
周りの人の幸せな未来のために前進する
彼女の今後の活動がとても楽しみである。


